
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立高砂小学校 ）     学校番号 ００１                           【様式】 

目 指 す 学 校 像 『共働共励、共に育つ』の精神を基に、自分の家族を通わせたい学校を作る        

          

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現 
２ 心と体の成長に向けた安心安全な学校づくり 
３ 地域との連携・協働の充実 
４ 教職員組織の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

      

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月１４日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

<現状> 
○全国学力・学習状況調査では、国語、算数、理

科の全てにおいて、全国や県の平均正答率を上
回り、学力の定着が図られている。児童は自ら
学習の達成状況を把握し、改善に向けて計画を
立て実行することができた。 

○学習での話し合う活動に係る評価は、学校評価
アンケート「学力向上に関する取組」の項目の
中で比較的高く、児童は「話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたり」したと
９割が考えている。 

<課題> 
○学校評価の教職員アンケートでは、「授業で

は、課題の解決に向けて、自分で考え、自分か
ら取り組めるような指導」について肯定的回答
が９割に達するが、自信をもって「できてい
る」と回答した割合は比較的少ない。 

○ICT の活用について、学校評価の児童アンケー
トでは肯定的回答が９割に上るが、否定的回答
も一定数あり、改善の余地がある。 

・学びの個別最
適化、探究化
に向けタブレ
ットを活用し
た授業改善 

 
 
 

①自律的、探究的な学びを推進するため
に、各教科等において、デジタル教
科書、ドリルパーク、スタディサプ
リ等の ICT を活用した学びの改革を
研究し、効果検証を実施する。 

②学力向上カウンセリング学校訪問によ
る全国学力・学習状況調査の結果分
析など、各種調査の分析を行い、
「主体的・対話的で深い学び」の視
点からの授業改善を図る。 

①毎日２時間以上のタブレット活用クラス
を９割達成するとともに、各教科等に
おいて、児童一人ひとりが ICT を活用
した効果的な事例を蓄積、授業研究会
において実践発表を行ったか。 

②児童の自己採点により現状を把握させる
ととともに、各種調査の分析を行い、
研修内容を修正するなど、学校として
の手立てを構築できたか。 

①学校評価の児童、保護者アンケート結果
によると、９割以上が ICT 活用を実感し
ている。各研究パートにより、ICT を活用
した研究の蓄積、さらには授業研究会に
おいて実践発表を行った。 

②全国学力・学習状況調査結果から、児童
は自らの学習状況を把握した。教員は、
結果分析により、学び合う集団づくりの
イメージの共有につなげ、学びを「つな
ぎ、いかす」手立てを構築した。 

Ｂ 

ICT を活用した学びを通して、授業で
の活用のよさと同時に、課題も捉えら
れた。効果検証を活かし、タブレット
端末の効果的な活用と学びの改革にさ
らに取り組んでいく。各種調査によ
り、根拠を明確にして、実態把握と授
業改善につなげられた。今後も教育デ
ータの効果的な利活用、「学びのポイ
ント『じ・し・ゃ・ク』」等を踏まえ
た授業研究により、学びの個別最適
化、探究化を目指す。  

・公開研究協議会では、ICT を
活用することで、学習を効率
的に進めて探求の時間を確保
したり、個人の活動を全員が
見えるようにすることでより
個性を際立たせたりするな
ど、ICT の長所を引き出した
授業が行われていた。 

・学校評価アンケートの「自律
的に学ぶ姿」に関する項目で
児童が肯定的な回答を多くし
ていることが評価できる。ま
た、公開研究協議会で実際に
子どもが自信をもって、自分
から活動に取り組む姿が見ら
れた。 

・ICT を活用するのはとてもよ
いが、体験的な学習（五感）
をバランスよく取り入れるこ
とでより良い学びを創出して
いってもらいたい。 

・第１５次研究
「学びをいか
す子どもをは
ぐくむ教育課
程 の 工 夫 改
善」に向けた
研究の実施 

①「つなぎ、いかす」をテーマに、一人
ひとりの児童が学びの楽しさに触れ、
集団等において進んで学びをいかす資
質・能力をはぐくむ指導を行う。 

②８パートの教科教育の研究を実施する
とともに、STEAMS TIME と関連させて
教科横断型の探究的な授業を実施する
など、児童の学びに対する意欲を高め
る指導を行う。 

①学校評価の教職員アンケートにおいて
「授業では、課題の解決に向けて、自分
で考え、自分から取り組めるような指
導」を実施した割合が、前年度比で向上
したか。 

②８パートの研究成果を公開し発表すると
ともに、小学校のさいたまエンジン版と
して、高学年の STEAMS TIME で、地域の
飲食店等と連携した取組を計画・実施
し、児童の学びに対する意欲を高めるこ
とができたか。（アンケート） 

①学校評価の教職員アンケートにおいて
「授業では、課題の解決に向けて、自分
で考え、自分から取り組めるような指
導」を実施した割合が、前年度９３％に
対して、今年度は１００％を達成した。 

②１月末に公開研究協議会を開催し研究の
取組を発表した。高学年の STEAMS TIME
では、地域の飲食店等と連携した取組を
通して、地域を大切にしながら生活して
いく意欲につながった割合が、アンケー
ト結果で９割の児童に上った。 

Ａ 

学校の特色を活かしたカリキュラム・
マネジメントを行う。各研究パートに
おいて確実に分析することにより、第
１５次研究２年目の成果と課題を活か
し、指導方法の工夫改善を図る。高学
年のSTEAMS TIME等で連携した地域の
飲食店等の人材リストを作成すること
で、今後も人と人とのつながりを大切
にしながら、多様な考えを認めたり、
他者と高め合ったりするように、教育
課程の工夫改善を行う。 
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<現状> 
○全国学力・学習状況調査での「学校に行くのは

楽しい」の質問では、肯定的回答の割合が９
１．３％であり、全国や県の平均を上回った。
いじめ対応に係る学校評価アンケートでは児
童、保護者とも９割程度の肯定的回答を得た。 

○昨年度、救急車を要請する児童の事故等が４件
あった。また、打撲等のケガをした児童数は、
のべ２５３７人となり、前年度比で３００人減
少した。 

<課題> 
○全ての児童が学校に行くのが楽しいと思えるよ

う、一人ひとりの心身の状況を的確に把握し、
教職員が連携協働しながら、組織的に支援・相
談できる体制づくりの継続が必要である。 

○学校評価の児童アンケートで一定数の課題があ
り、児童の主体的な活動を促し、自ら危険を予
測し回避するなど、安全な学校生活を送ること
ができる実践力をはぐくむ必要がある。 

・児童一人ひと
りに寄り添っ
た支援や教育
相談体制の充
実 

  
 
 

①いじめを含めた生徒指導上の課題を早
期発見・早期解決するため、定期的
なアンケートや面談等を確実に実施
し、児童一人ひとりの状況を継続的
に把握し支援する。 

②教育支援・相談に係る校内委員会では 
コンピュータ等に蓄積した児童の情報 
を共有し、適切なタイミングで組織的 
な支援・相談を実施する。 

①学校評価の児童アンケート「いじめを発
見した時は先生等の大人に話している
（話そうと思う）」において、９０％以
上の肯定的な割合となったか。 

②学校評価の教職員アンケートにおいて、
「学校は、子どもの立場になって、子ど
もたちに指導し、いたずらや悪ふざけな
どをやめるよう声をかけている」の肯定
的評価が、前年度比で向上したか。 

①学校評価の児童アンケート「いじめを発
見した時は先生等の大人に話している
（話そうと思う）」において、肯定的な
回答が８６％であった。 

②学校評価の教職員アンケートにおいて、
「学校は、子どもの立場になって、子ど
もたちに指導し、いたずらや悪ふざけな
どをやめるよう声をかけている」の肯定
的評価が、前年度９８％に対して、今年
度は１００％を達成した。 

Ｂ 

「スクール・ダッシュボード」による
健康・生活アンケートや面談等を活用
し、児童一人ひとりの心の健康観察を
継続して行う。把握した情報をもと
に、教職員による定期的な情報共有、
保護者や行政との連携などを通して、
今後も学校がチームで指導・支援して
いけるようにする。また、道徳教育を
軸として、いじめ防止の指導を徹底
し、児童の主体的な行動につなげる。 
 

 

・丁寧な取組や対応が評価でき 
る。多様性が認められる時 
代、一人ひとりや少数にし 
っかり目を向けることが大切 
である。 

・全ての教育活動で「思いやり」 
 や「優しさ」を児童に培って 
 いくことが大切。学びの中に 
 しっかり位置付けていってほ 
 しい。 
・ルールの見直しが必要ではな 
 いか。子ども自身がルール作 
りに携わること、岸中学校区 
で、互いに理解しながら、系 
統性をもたせたルール作りが 
できるとさらによい。 

・教員に相談できない児童をPT 
 Aでもサポートしていきたい。 

・主体的に安全
な学校生活を
送ることがで
きる児童の育
成 に 向 け た 
取組の実施 

 

①保健部の教職員を中心に、校内におけ
るケガの発生場所、原因等を分析
し、児童と結果を共有するなどして
指導に生かす。 

②児童委員会の活動において、児童が主
体的に行動し、安心安全な学校づく
りを行い、校内の事故やケガを減ら
す取組を実践できるよう指導する。 

①学校評価の児童アンケートにおいて、
「自分や友達の安全に気を付けて生活し
ている」と回答する児童の割合が前年度
比で向上したか。 

②事故やケガ防止の実践力を高めるため、
健康委員会児童の活動等を含め、自分た
ちができることは、自分たちで行う、児
童を主体とした取組を、通年で実施でき
たか。 

①学校評価の児童アンケートにおいて、
「自分や友達の安全に気を付けて生活し
ている」と回答する児童の割合が、前年
度と同等の９７％であった。 

②事故やケガ防止の実践力を高めるため、
教員の指導を受け、児童健康委員会によ
り、ケガ発生場所の注意喚起の掲示、パ
ワーポイントによるケガ予防の呼び掛け
など、通年で実施できた。 

Ａ 

学校を、全ての児童にとって居心地の
よい Well-being な場所とするため
に、学び合い、助け合うことで、主体
的に学校づくりに参画できるようにす
る。ケガ防止の実践力を高めるため
に、児童がよりよい学校生活を送る上
でのルールをつくり、取組を啓発する
など、委員会児童の活動等を含め、学
校安全に係る取組を一層重視する。 
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<現状> 
○昨年度、学校運営協議会を年間３回実施。「付

けさせたい力」「育てたい力」をもとにした熟
議の結果、「高砂小コミュニティ・スクール推
進プラン」を策定し、具体的な取組を検討する
ことができた。 

<課題> 
〇関連する学校評価アンケートでは９割以上の好

評であるが、学校公開、学校 Web ページによる
積極的な情報提供により、学校、家庭、地域が
一体となった「地域とともにある学校」づくり
を推進する必要がある。 

〇学校運営協議会での熟議を踏まえて、具体的な
取組や役割を具体的に話し合い、実施できるよ
う進める必要がある。 

・目指す児童像
を地域・保護
者と共有する
ための教育活
動の公開及び
情報発信 

 

①学校運営協議会や学級懇談会、学校公
開等において周知し、目指す児童像に
向けての取組を積極的に地域や保護者
と共有できるようにする。 

②学校の活動の様子が伝わり、誰でも読
みたくなるような学校 Web ページのリ
ニューアルとして、児童の活動の様子
等を HP に月１回以上公開する。 

①学校評価の保護者アンケート「目指す児
童像を地域、保護者と共有することがで
きた」に係る項目で、回答する割合が９
０％以上となったか。 

②学校評価の保護者アンケート「学校の教
育活動を保護者・地域に積極的に公開」
に係る項目で、回答する割合が９０％以
上となったか。 

①学校評価の保護者アンケート「目指す児
童像を地域、保護者と共有することがで
きた」に係る項目で、肯定的回答が９
６％に上った。 

②学校評価の保護者アンケート「学校の教
育活動を保護者・地域に積極的に公開」
に係る項目で、肯定的回答が９８％に上
った。 

Ａ 

学校行事について、ポストコロナに合
わせて工夫を重ね、目指す児童像を地
域・保護者と共有するようにする。ま
た、学校 Web ページを含めた ICT を活
用した情報発信を継続する。学級懇談
会では、児童の様子を詳細に伝え、年
間を通して繰り返し、目指す児童像の
共有を図る。 

 

・学校評価アンケートで、児
童、保護者、教職員ともに
「地域連携に係る」項目の肯
定的な回答の割合が 10 ポイン
ト前後向上したことが評価で
きる。高砂まつりをはじめ、
様々な行事で地域、保護者、
教職員が協力して活動できた
からではないか。 

・小学生、中学生、高校生、大
人が一緒に活動することでそ
れぞれによい効果が見られ
た。後輩は先輩への憧れをも
って活動し、先輩は後輩に範
を示そうと張り切っていた。
交流の幅を広げたい。 

・高砂小コミュ
ニティ・スク
ール推進プラ
ンの２年目の
実施 

①策定したプランに基づき、具体的な方
策を定め、学校、地域、保護者と協働
した取組を始める。 

②学校運営協議会において、学校運営に
係る報告を前年度以上に行い、理解を
深め、学校、家庭、地域の役割を明確
化する。 

①学校評価の地域連携に係る項目「学校、
地域、保護者が連携した取組が行われ
た」という質問では、回答する割合が９
０％以上となったか。 

②「高砂小コミュニティ・スクール推進プ
ラン」として「あいさつキャンペーン」
等の具体的な取組を実践できたか。 

①学校評価の地域連携に係る項目「学校、
地域、保護者が連携した取組が行われ
た」という質問では、肯定的回答が９
９％に上った。 

②「あいさつキャンペーン」を実施し、ア
ンケートの結果９割以上の児童が地域で
のあいさつができたと回答した。岸中学
校のあいさつ運動にも有志で参加した。 

Ａ 

今後も、児童のために、家庭、地域に
支えられ、地域とともに発展していく
学校を目指し、学校運営協議会での熟
議を重ね、高砂小コミュニティ・スク
ール推進プランの３年目を実施する。
学校、家庭、地域のつながりを強化
し、児童の教育に活かしていけるよう
に、取組について工夫改善を図る。 
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<現状> 
○各パートの教科等において、年間を通じて、一

人１回以上、ICT を効果的に活用した授業を実
施することができた。経験年数の浅い教員が、
研修により、課題解決のための方策を講じた授
業を実践できた。 

○教職員一人ひとりが業務改善の取組を実践した
割合が９割を超え、ストレスチェックによる健
康リスクを前年度より減少させた。 

<課題> 
○経験の浅い教職員や学習指導等に不安をもつ教 
 職員への支援を継続して実施する必要がある。 
○学校評価の教職員アンケートによると、業務改

善の関連質問について、概ねできているが、改
善の余地があり、心の余裕の生まれる職場づく
りの推進が課題である。 

・意欲に満ちた
教職員集団を
醸成する校内
研修の実施 

 
 
 

①ICT を活用した学びの改革を推進する
ための実践研究を、各パートにおいて
行うとともに、一人１回、ICT を効果
的に活用した授業を実施する。 

②管理職が経験の浅い教職員一人ひとり
の学習指導等の実施状況を、毎月把握
し、具体的な指導助言を行うととも
に、学年教師による OJT を進める。 

①各パートの教科等において、年間を通じ
て、一人１回以上、ICT を効果的に活用
した授業を実施することができたか。 

②経験年数５年未満の教職員が、学習指導 
等において、自らの課題を把握し、目標 
を立て、毎学期目標の達成状況を振り返
ることができたか。 

①各パートの教科等において、年間を通じ
て、一人１回以上、ICT を効果的に活用し
た授業を実施することができた。 

②経験年数５年未満の教職員が、学習指導
等において、自らの課題を把握し、目標
を立て、毎学期目標の達成状況を振り返
った。 

Ａ 

次年度も「教員の主体的変容」、「教
員の元気」を基盤として研修を行い、
互いを承認し、意欲に満ちた教職員集
団を醸成する。若手教員の育成につい
ては、管理職とともに、学習指導等に
おける目標を設定し、毎学期、目標の
達成状況を振り返るなどして指導力の
向上を図る。業務改善について、常に
目的に立ち返ることで、教職員一人ひ
とりの意識の改革を行うと同時に、具
体的な改善策を毎学期１回以上教職員
で共有する場面を継続していく。笑い
のある心の余裕の生まれる職場づくり
を推進することにより、児童のために
教員をはじめとした学校全体の Well-
being を高めるようにしていく。 

 

・高砂小学校の教職員の雰囲気
がよくなっていると感じる。 

・ICT の長所をうまく引き出し
た授業を行っている。 

・公開研究協議会等の子どもた
ちの様子から、授業等でタブ
レット等の ICT を効果的に活
用することが有効であること
が分かった。 

・特定の教職員に過度の負担が
かかっていないか心配であ
る。 

・教職員一人ひ 
とりに応じた 
働き方改革の 
実施による、
Well-being な
職場の構築 

 
 

①校務の ICT 化を図るなど、教職員一人
ひとりが業務改善の目標を定め実践
し、授業準備や生徒指導等に取り組む
時間を確保する。 

②心の余裕の生まれる職場づくりが達成
するように、業務改善として、具体的
な改善策を毎学期１回以上教職員で共
有する場面を設定する。 

①教職員一人ひとりが設定した業務改善の 
取組を実践することができている割合
が、前年度比で向上したか。 
 

②ストレスチェック集団分析結果の仕事量 
 負担やコントロールの数値の健康リスク 

を、昨年度の１００以下から、９０以
下まで減少させることができたか。 

①教職員一人ひとりが設定した業務改善の 
取組を実践することができている割合
が、前年度９３％に対して、今年度が９
２％であった。 

②ストレスチェック集団分析結果の仕事量
負担やコントロールの数値の健康リスク
を、男女の平均値として６７まで減少さ
せた。 



 


